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受
動
喫
煙
防
止
政
策
は
、
市
民
の
健
康
に
関
す
る
意
識

の
高
ま
り
と
、
二
〇
二
〇
年
に
開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
対
応
の
必
要
性
を
背
景

と
し
て
、
国
お
よ
び
先
進
的
な
自
治
体
に
よ
っ
て
進
め
ら

れ
て
い
る
。
本
論
考
で
は
、
北
海
道
内
の
自
治
体
の
動
向

の
検
討
と
、
北
海
道
地
方
自
治
研
究
所
が
行
っ
た
三
自
治

体
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
道
外
の
先
進
自
治
体
に
対
す
る
ヒ

ア
リ
ン
グ
調
査
を
通
じ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
自
治
体
が
受

動
喫
煙
防
止
政
策
に
対
処
す
る
意
義
と
課
題
を
考
察
す
る
。

　
１
　
自
治
体
に
よ
る
受
動
喫
煙
防
止
政
策
の

　
　
意
義

　

⑴　

国
の
法
改
正
に
先
行
す
る
自
治
体
の
受
動
喫

　
　

煙
防
止
政
策

　

近
年
、受
動
喫
煙
防
止
政
策
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

そ
の
背
景
と
し
て
、
受
動
喫
煙
の
健
康
へ
の
悪
影
響
と
対

応
が
遅
れ
て
い
る
現
状
に
対
し
て
世
の
中
の
関
心
が
高
ま
っ

た
と
い
う
要
因
が
あ
る
。さ
ら
に
、タ
バ
コ
規
制
が
グ
ロ
ー

バ
ル
な
レ
ベ
ル
で
進
め
る
べ
き
国
際
政
策
と
い
う
性
格
が

強
い
こ
と
か
ら
、
日
本
政
府
も
世
界
標
準
に
合
わ
せ
た
対

応
を
行
う
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
端
緒
は
、
二

〇
〇
四
年
に
「
た
ば
こ
の
規
制
に
関
す
る
世
界
保
健
機
関

枠
組
条
約
（W

H
O

 Fram
ew

ork C
onvention on Tobacco 

C
ontrol: FC

TC
）」
を
締
結
し
た
こ
と
に
よ
り
、
タ
バ
コ

規
制
政
策
の
実
行
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
に
あ
る
。

　

し
か
し
、
条
約
で
締
約
国
に
遵
守
が
求
め
ら
れ
て
い
る

規
制
政
策
に
関
し
て
、
日
本
政
府
の
達
成
度
が
極
め
て
不

十
分
な
水
準
で
あ
る
こ
と
が
内
外
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
際
し
て
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

と
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
は
、「
た
ば

こ
の
な
い
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
を
推
進
し
て
お
り
、
日
本
も

受
動
喫
煙
防
止
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
動
向
を
背
景
に
、
国
レ
ベ
ル
で
は
、
厚
生
労

働
省
が
二
〇
一
六
年
、
受
動
喫
煙
防
止
対
策
を
強
化
す
る

方
針
を
打
ち
出
し
、
健
康
増
進
法
の
改
正
に
着
手
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
厚
生
労
働
省
の
方
針
に
対
し
て
自
民
党
が
政

策
調
査
会
の
場
で
強
く
反
対
し
、
当
時
の
塩
崎
恭
久
厚
生

労
働
大
臣
は
、
今
国
会
に
改
正
健
康
増
進
法
を
提
出
す
る

こ
と
を
断
念
し
た
（
朝
日
新
聞
二
〇
一
七
・
六
・
二
一
）。

厚
生
労
働
省
は
、
再
度
、
当
初
案
よ
り
も
大
幅
に
規
制
を

緩
和
し
た
改
正
案
を
国
会
に
提
出
し
た
が
（
二
〇
一
八
年

七
月
一
八
日
付
で
可
決
・
成
立
）、
政
策
目
的
の
効
果
を

疑
問
視
す
る
野
党
か
ら
異
論
が
出
さ
れ
て
い
る
（
朝
日
新

聞
二
〇
一
八
・
六
・
九
）。

　

一
方
、
受
動
喫
煙
防
止
政
策
に
関
し
て
は
、
国
よ
り
も

自
治
体
に
よ
っ
て
先
進
的
な
政
策
が
実
行
さ
れ
て
い
る
。

神
奈
川
県
は
最
も
早
く
二
〇
〇
九
年
に
受
動
喫
煙
防
止
条

例
を
制
定
し
、
兵
庫
県
も
二
〇
一
二
年
に
ほ
ぼ
同
様
の
条

例
を
制
定
し
て
い
る
。
神
奈
川
県
条
例
に
よ
れ
ば
、
学
校

や
病
院
な
ど
第
一
種
施
設
は
禁
煙
と
さ
れ
、
飲
食
店
や
ホ

テ
ル
な
ど
第
二
種
施
設
は
、
禁
煙
か
分
煙
の
選
択
が
義
務

自
治
体
に
よ
る
受
動
喫
煙
防
止
政
策
の
可
能
性
と
課
題

― 
北
海
道
お
よ
び
先
進
自
治
体
調
査
を
通
じ
て

　

公
益
社
団
法
人
北
海
道
地
方
自
治
研
究
所
・
受
動
喫
煙
防
止
政
策
研
究
会

山
崎
幹
根（
研
究
会
主
査
）
・
辻
道
雅
宣
・
髙
野　

譲
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付
け
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
一
定
規
模
以
下
の
施
設
や

風
営
法
対
象
施
設
な
ど
は
努
力
義
務
と
す
る
例
外
規
定
が

設
け
ら
れ
て
い
る
。
条
例
の
実
効
性
を
確
保
す
る
手
段
と

し
て
、
違
反
者
に
対
し
て
、
罰
則
と
し
て
過
料
が
課
せ
ら

れ
る
（
松
沢
二
〇
〇
九
）。

　

ま
た
、二
〇
二
〇
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
都
市
で
あ
る
東
京
都
は
、
二
〇
一
四
年
に
受
動
喫

煙
防
止
対
策
検
討
会
を
設
置
、
二
〇
一
五
年
に
明
ら
か
に

さ
れ
た
同
検
討
会
の
「
ま
と
め
」
の
中
で
、
四
つ
の
提
言

の
ひ
と
つ
と
し
て
「
二
〇
一
八
年
ま
で
に
、
条
例
化
に
つ

い
て
検
討
を
行
う
こ
と
」
が
言
及
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

受
動
喫
煙
防
止
条
例
の
制
定
を
先
送
り
し
た
経
緯
が
あ
る

（
朝
日
新
聞
二
〇
一
五
・
五
・
三
〇
東
京
本
社
版 
：
松
井

二
〇
一
七
）。

　

そ
の
後
、
二
〇
一
六
年
に
受
動
喫
煙
防
止
政
策
に
前
向

き
な
小
池
百
合
子
氏
が
知
事
に
就
任
す
る
と
と
も
に
、
知

事
と
政
策
志
向
を
共
有
し
、
同
政
策
に
積
極
的
な
政
党
で

あ
る
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
が
都
議
会
の
最
大
会
派
と
な
っ

た
こ
と
を
背
景
に
、
都
は
改
正
健
康
増
進
法
よ
り
も
厳
し

い
規
制
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
受
動
喫
煙
防
止
条
例
を
二
〇

一
八
年
六
月
二
七
日
に
制
定
し
た
。

　

改
正
健
康
増
進
法
が
施
設
の
類
型
や
、
客
室
面
積
に
よ
っ

て
、規
制
内
容
を
定
め
て
い
る
の
に
対
し
、都
条
例
は「
人
」

に
着
目
し
た
対
策
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
改
正
健
康

増
進
法
よ
り
も
厳
し
い
規
制
を
課
し
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
小
・
中
・
高
等
学
校
、
保
育
園
、
幼
稚
園
で
は
屋
外

喫
煙
場
所
の
設
置
を
認
め
ず
、
敷
地
内
禁
煙
を
徹
底
さ
せ

て
い
る
。
ま
た
、
従
業
員
が
い
る
飲
食
店
で
は
原
則
屋
内

禁
煙
と
な
っ
た
（
東
京
都
二
〇
一
八
）。
千
葉
市
も
、
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
の
中
に
禁
煙
・
分
煙
対
策
の
強
化
を
掲
げ
た

現
職
の
熊
谷
俊
人
氏
が
市
長
に
再
選
さ
れ
た
こ
と
を
契
機

と
し
て
、
東
京
都
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
従
業
員
を
雇
用
し
て

い
る
飲
食
店
の
原
則
屋
内
禁
煙
を
定
め
た
受
動
喫
煙
防
止

条
例
を
九
月
一
九
日
に
成
立
さ
せ
た
（
朝
日
新
聞 

ち
ば

首
都
圏
版
二
〇
一
八
・
九
・
二
〇
）。

　

北
海
道
で
は
、
美
唄
市
が
罰
則
規
定
の
設
け
な
い
形
式

で
、
二
〇
一
五
年
に
市
町
村
で
は
全
国
で
初
め
て
受
動
喫

煙
防
止
条
例
を
制
定
、
二
〇
一
六
年
に
施
行
し
た
（
注
―

山
崎
二
〇
一
七
年
参
照
。
な
お
、
公
共
施
設
を
対
象
と
し

た
条
例
は
栃
木
県
芳
賀
町
が
二
〇
一
一
年
に
制
定
し
て
い

る
）。

　

こ
う
し
た
動
向
と
は
別
の
文
脈
で
、
二
〇
〇
二
年
に
東

京
都
千
代
田
区
は
路
上
喫
煙
禁
止
条
例
を
制
定
、
路
上
禁

煙
地
区
を
設
定
し
、
違
反
者
に
対
し
て
過
料
を
課
す
罰
則

を
設
定
し
た
。
そ
の
後
、
同
様
の
内
容
の
路
上
喫
煙
防
止

条
例
は
、
急
速
に
全
国
の
各
都
市
に
広
ま
っ
て
い
る
。

　

⑵　

道
議
会
の
提
案
見
送
り
と
新
た
に
道
条
例
案

　
　

の
検
討

　

二
〇
一
六
年
段
階
で
の
日
本
の
喫
煙
率
は
一
九
・
八
％

（
男
性
三
一
・
一
％
、
女
性
九
・
五
％
）
で
あ
る
が
、
北

海
道
は
二
四
・
七
％（
男
性
三
四
・
六
％
、女
性
一
六
・
一
％
）

と
、
男
性
、
女
性
と
も
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
（
国

立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
）。
北
海
道
の
喫
煙
率
の
高
さ
は
、

が
ん
の
罹
患
率
が
全
国
平
均
よ
り
も
高
い
大
き
な
要
因
で

あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、

が
ん
患
者
ら
の
団
体
や
医
師
会
な
ど
は
、
自
治
体
が
積
極

的
に
受
動
喫
煙
防
止
政
策
に
取
り
組
む
よ
う
、
要
請
し
続

け
て
き
た
経
緯
が
あ
る
（
北
海
道
新
聞 

二
〇
一
七
・
六
・

二
一
）。
こ
の
よ
う
に
、
北
海
道
に
は
、
受
動
喫
煙
防
止

政
策
に
積
極
的
に
対
応
す
べ
き
地
域
に
由
来
す
る
政
策
課

題
が
存
在
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
事
情
を
背
景
に
、
北
海
道
議
会
は
議
員
提
案

条
例
と
し
て
受
動
喫
煙
防
止
条
例
の
制
定
化
に
向
け
た
検

討
を
行
っ
て
き
た
が
、
会
派
間
の
合
意
を
形
成
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
条
例
化
は
見
送
ら
れ
た
（
北
海
道
新
聞
二
〇

一
八
・
二
・
二
四
）。

　

一
方
、
二
〇
二
〇
年
四
月
の
改
正
健
康
増
進
法
の
全
面

施
行
を
控
え
、
が
ん
患
者
団
体
や
道
医
師
会
、
道
、
札
幌

市
な
ど
一
四
団
体
で
つ
く
る
、
北
海
道
が
ん
対
策
「
六
位

一
体
」
協
議
会
は
、
受
動
喫
煙
防
止
条
例
を
制
定
す
る
な

ど
一
五
項
目
を
、道
知
事
、道
議
会
議
長
に
要
望
し
た
（
二

〇
一
八
・
一
一
・
二
六
）。
道
は
こ
う
し
た
状
況
を
受
け

止
め
、
条
例
案
を
二
〇
一
九
年
度
中
の
道
議
会
に
提
出
す

る
方
針
を
固
め
、
高
橋
は
る
み
知
事
は
一
二
月
四
日
の
道

議
会
本
会
議
で
、
道
独
自
の
条
例
制
定
の
検
討
を
始
め
る

考
え
を
示
し
た
。
実
効
性
の
あ
る
、
実
態
を
踏
ま
え
た
政

策
議
論
が
で
き
る
か
が
課
題
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
２
　
条
例
執
行
の
成
果
と
課
題
―
神
奈
川
県

　
　
お
よ
び
兵
庫
県
の
事
例
か
ら

　

以
上
の
よ
う
に
、
二
〇
一
八
年
に
至
り
、
国
レ
ベ
ル
で

の
健
康
増
進
法
の
改
正
と
と
も
に
、
東
京
都
、
千
葉
市
で

は
国
よ
り
も
厳
し
い
規
制
内
容
を
定
め
た
条
例
が
設
定
さ

れ
る
な
ど
、
受
動
喫
煙
防
止
政
策
は
広
が
り
を
見
せ
て
い
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る
。
一
方
、
条
例
制
定
か
ら
一
定
期
間
を
経
過
し
た
神
奈

川
県
、
兵
庫
県
で
は
、
条
例
の
点
検
、
評
価
が
行
わ
れ
て

い
る
。

　

⑴　

神
奈
川
県
、
施
設
訪
問
８
万
件
余

　
　
　

第
一
種
施
設
の
八
割
強
が
禁
煙
措
置

　

神
奈
川
県
は
、
二
〇
一
六
年
に
、
た
ば
こ
対
策
推
進
検

討
会
と
受
動
喫
煙
防
止
条
例
の
見
直
し
検
討
部
会
を
設
置

し
、
事
業
者
・
団
体
か
ら
の
意
見
聴
取
、
県
条
例
の
逐
条

的
検
討
、
県
民
意
識
調
査
・
施
設
調
査
を
行
っ
た
。
結
論

と
し
て
、
条
例
に
つ
い
て
は
現
状
維
持
と
し
つ
つ
、
国
が

制
定
す
る
法
律
と
の
間
で
調
整
の
必
要
が
生
じ
た
場
合
の

見
直
し
の
方
向
性
に
関
し
て
整
理
を
行
っ
た
。
ま
た
、
屋

外
で
の
対
策
や
健
康
へ
の
影
響
に
関
す
る
普
及
啓
発
、
外

国
人
観
光
客
へ
の
周
知
な
ど
に
関
し
て
の
対
応
を
強
化
す

る
必
要
性
を
指
摘
し
た
。

　

二
〇
一
五
年
に
行
わ
れ
た
県
民
意
識
調
査
お
よ
び
施
設

調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
受
動
喫
煙
防
止
条
例
が
制
定
さ
れ

た
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
県
民
が
五
六
・
六
％
、
施
設
管

理
者
が
八
五
・
五
％
で
あ
っ
た
。
受
動
喫
煙
防
止
対
策
に

関
す
る
県
民
の
認
識
に
つ
い
て
見
る
と
、
禁
煙
や
分
煙
の

お
店
な
ど
の
数
が
増
え
た
と
の
認
識
が
六
五
・
九
％
、
禁

煙
や
分
煙
の
表
示
を
見
か
け
る
回
数
が
増
え
た
と
の
認
識

が
六
〇
・
三
％
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
第
一
種
施
設
（
学
校
や
病
院
な
ど
禁
煙
措
置
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
施
設
）
の
八
四
・
三
％
が
条
例
に

対
応
し
た
禁
煙
を
措
置
（
喫
煙
所
設
置
を
含
む
）、
第
二

種
施
設
（
飲
食
店
や
宿
泊
施
設
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど

禁
煙
ま
た
は
分
煙
措
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
施
設
）

の
五
八
・
八
％
が
条
例
に
対
応
し
た
禁
煙
（
喫
煙
所
を
含

む
）、
九
・
一
％
が
分
煙
を
措
置
、
特
例
第
二
種
施
設
（
努

力
義
務
の
施
設
）
の
二
五
・
八
％
が
禁
煙
（
喫
煙
所
を
含

む
）、
六
・
六
％
が
分
煙
、
一
三
・
八
％
が
条
例
に
基
づ

か
な
い
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

　

受
動
喫
煙
防
止
政
策
に
対
し
て
期
待
す
る
こ
と
に
関
し

て
、
県
民
は
、
喫
煙
者
へ
の
マ
ナ
ー
向
上
の
た
め
の
普
及

啓
発
が
六
三
・
五
％
、
未
成
年
者
へ
の
喫
煙
防
止
教
育
が

五
五
・
七
％
、
健
康
へ
の
悪
影
響
へ
の
普
及
啓
発
が
四
九
・

一
％
と
多
数
を
占
め
る
一
方
、
条
例
の
着
実
な
運
用
が
二

七
・
四
％
、規
制
の
強
化
が
二
六
・
一
％
と
、少
数
に
止
ま
っ

て
い
る
。
施
設
管
理
者
も
同
様
の
傾
向
を
示
し
て
お
り
、

喫
煙
者
へ
の
マ
ナ
ー
向
上
の
た
め
の
普
及
啓
発
が
六
四
・

六
％
、
健
康
へ
の
悪
影
響
へ
の
普
及
啓
発
が
四
七
・
二
％
、

未
成
年
者
へ
の
喫
煙
防
止
教
育
が
四
二
・
五
％
と
多
数
を

占
め
る
一
方
、
条
例
の
着
実
な
運
用
が
一
七
・
六
％
、
規

制
の
強
化
が
一
一
・
六
％
と
の
回
答
で
あ
っ
た
（
神
奈
川

県
二
〇
一
六
）。

　

な
お
、
本
条
例
は
県
独
自
の
政
策
で
あ
る
た
め
、
県
の

担
当
部
局
が
執
行
す
る
体
制
を
整
備
し
て
い
る
。
市
町
村

へ
の
委
任
等
の
業
務
は
生
じ
て
い
な
い
。
健
康
増
進
課
に

非
常
勤
職
員
四
名
（
一
名
は
建
築
関
係
の
専
門
職
）
を
配

置
し
、
横
浜
市
、
川
崎
市
の
対
象
施
設
に
対
応
し
、
他
の

市
町
村
に
対
し
て
は
、
県
内
四
カ
所
の
保
健
福
祉
事
務
所

に
非
常
勤
職
員
を
配
置
し
、合
計
一
七
名
で
条
例
の
説
明
、

相
談
、
指
導
等
を
行
っ
て
い
る
。
訪
問
件
数
は
二
〇
一
六

年
が
五
六
九
二
件
、
二
〇
一
七
年
が
四
七
〇
七
件
、
累
計

で
約
八
万
一
九
〇
〇
施
設
を
回
っ
て
い
る
。
な
お
、
市
町

村
と
の
関
係
で
は
、
横
浜
市
や
川
崎
市
と
共
同
で
啓
発
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
を
行
う
他
、
横
浜
市
、
川
崎
市
が
行

う
食
堂
営
業
許
可
や
食
品
衛
生
責
任
者
講
習
会
な
ど
に
県

庁
職
員
が
出
向
き
、条
例
の
説
明
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

⑵　

兵
庫
県
、
条
例
点
検
と
委
員
会
提
言

　
　
　

条
例
の
飲
食
店
へ
の
影
響　

実
態
調
査

　

兵
庫
県
は
、
二
〇
一
七
年
に
「
兵
庫
県
受
動
喫
煙
防
止

対
策
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
条
例
の
執
行
状
況
、
今

後
の
政
策
の
方
向
性
に
関
し
て
検
討
を
行
っ
た
。
同
委
員

会
は
、
改
正
健
康
増
進
法
の
制
定
に
よ
っ
て
法
律
の
規
制

が
条
例
を
上
回
る
部
分
へ
の
対
応
と
と
も
に
、
二
〇
一
八

年
九
月
に
「
兵
庫
県
に
お
け
る
平
成
三
一
年
度
当
初
予
算

編
成
に
対
す
る
提
言
」
と
し
て
、
条
例
の
遵
守
徹
底
に
向

け
た
施
策
の
推
進
と
体
制
整
備
、
条
例
や
受
動
喫
煙
に
関

す
る
周
知
・
啓
発
の
強
化
、
子
ど
も
を
守
る
対
策
の
充
実

を
提
言
し
た
。

　

ま
た
、
条
例
見
直
し
と
並
行
し
て
行
わ
れ
た
県
民
モ
ニ

タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（
二
〇
一
七
・
一
〇
実
施
）

に
よ
れ
ば
、
条
例
の
認
知
度
は
六
二
・
八
％
、
喫
煙
環
境

表
示
を
参
考
に
す
る
と
の
回
答
が
七
七
・
六
％
、
建
物
内

禁
煙
の
施
設
（
店
）
の
数
が
増
え
た
と
感
じ
る
割
合
が
六

九
・
七
％
、
喫
煙
環
境
表
示
を
見
か
け
る
回
数
が
増
え
た

と
の
回
答
が
六
一
・
五
％
、
分
煙
し
て
い
る
施
設
（
店
）

の
数
が
増
え
た
と
感
じ
る
割
合
は
五
八
・
七
％
で
あ
っ
た
。

県
に
期
待
す
る
受
動
喫
煙
対
策
に
関
し
て
、
健
康
の
悪
影

響
に
関
す
る
普
及
啓
発
が
六
〇
・
六
％
、
未
成
年
者
へ
の

防
止
教
育
が
五
二
・
四
％
、屋
外
で
の
対
策
が
四
八
・
〇
％
、
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条
例
の
規
制
強
化
は
四
五
・
九
％
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
規
制
対
象
施
設
の
実
態
調
査
結
果
（
二

〇
一
七
・
一
〇
～
一
二
実
施
）
に
よ
れ
ば
、
条
例
の
認
知

度
は
全
体
で
八
二
・
八
％
、
受
動
喫
煙
対
策
に
関
し
て
は

教
育
施
設
、
自
治
体
庁
舎
、
大
規
模
宿
泊
施
設
等
で
は
一

〇
〇
％
条
例
が
守
ら
れ
て
い
た
一
方
、
フ
ロ
ン
ト
ロ
ビ
ー

一
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
宿
泊
施
設
や
、
客
室
面
積

一
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
飲
食
店
で
は
約
七
〇
％
に

止
ま
っ
て
い
る
。
喫
煙
環
境
表
示
に
関
し
て
は
、
表
示
施

設
が
三
二
・
九
％
、
非
表
示
施
設
が
六
四
・
五
％
と
の
現

状
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
今
後
の
条
例
に
よ
る
規
制
に
つ

い
て
は
、
全
体
と
し
て
強
化
す
べ
き
が
四
八
・
三
％
、
強

化
す
べ
き
で
な
い
は
一
九
・
四
％
、
わ
か
ら
な
い
・
無
回

答
が
三
二
・
四
％
と
の
結
果
で
あ
っ
た
。

　

兵
庫
県
の
実
態
調
査
で
は
、
飲
食
店
に
対
し
、
受
動
喫

煙
対
策
を
行
っ
た
結
果
の
客
数
と
売
り
上
げ
に
つ
い
て
の

質
問
を
設
け
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
客
数
へ
の
影
響

に
関
し
、
店
内
全
面
禁
煙
の
店
で
は
悪
影
響
が
な
か
っ
た

が
七
五
・
四
％
、
悪
影
響
が
あ
っ
た
が
一
二
・
三
％
、
無

回
答
が
一
二
・
三
％
で
あ
っ
た
。
厳
格
な
分
煙
の
店
で
は
、

悪
影
響
が
な
か
っ
た
が
六
七
・
四
％
、
悪
影
響
が
あ
っ
た

が
二
三
・
二
％
、無
回
答
が
九
・
三
％
で
あ
っ
た（
表
１
⑴
）。

　

ま
た
、
売
り
上
げ
へ
の
影
響
に
関
し
て
は
、
店
内
全
面

禁
煙
の
店
で
は
、
悪
影
響
が
な
か
っ
た
が
七
五
・
四
％
、

悪
影
響
が
あ
っ
た
が
一
一
・
九
％
、
無
回
答
が
一
二
・
六
％

で
あ
っ
た
。
厳
格
な
分
煙
の
店
で
は
、
悪
影
響
が
な
か
っ

た
が
六
〇
・
五
％
、
悪
影
響
が
あ
っ
た
が
二
五
・
六
％
、

無
回
答
が
一
四
％
で
あ
っ
た
（
表
１
⑵
）。
受
動
喫
煙
防

止
政
策
の
導
入
の
際
、
多
く
の
自
治
体
で
、
飲
食
店
へ
の

経
済
的
影
響
が
争
点
に
な
る
一
方
、
こ
れ
を
実
態
的
に
裏

付
け
る
調
査
は
あ
ま
り
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
兵
庫
県
の
調

査
は
数
少
な
い
デ
ー
タ
と
し
て
有
意
義
な
意
味
を
持
つ
。

　

神
奈
川
県
と
同
様
、
受
動
喫
煙
防
止
条
例
は
県
独
自
の

も
の
で
あ
る
た
め
、
執
行
に
際
し
て
県
内
の
市
町
に
対
し

て
委
任
等
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
対
象
施
設
等
へ
の
説
明
、

相
談
対
応
、
指
導
等
の
業
務
は
、
県
の
担
当
部
局
が
行
っ

て
い
る
。
条
例
執
行
に
際
し
て
、
兵
庫
県
で
は
二
〇
一
二

年
か
ら
二
〇
一
四
年
ま
で
、
本
庁
に
分
煙
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
一
名
、
普
及
推
進
員
を
全
県
に
一
六
名
配
置
し
、
条
例

の
周
知
徹
底
を
図
っ
た
（
二
〇
一
五
年
以
降
は
本
庁
に
対

策
支
援
員
一
名
を
配
置
）。
ま
た
、
施
設
管
理
者
等
へ
の

説
明
会
を
、
二
〇
一
二
年
六
二
回
、
二
〇
一
三
年
八
五
回
、

二
〇
一
四
年
一
一
七
回
開
催
し
た
。
条
例
に
関
す
る
相
談

件
数
は
、
条
例
を
施
行
し
た
二
〇
一
三
年
は
約
三
五
〇
〇

件
で
あ
っ
た
が
、
近
年
は
年
平
均
約
三
〇
〇
件
で
あ
る
と

い
う
。

　
３
　
道
内
自
治
体
職
員
の
受
動
喫
煙
防
止
政

　
　
策
に
関
す
る
意
識
調
査

　

本
研
究
会
は
、
自
治
体
が
受
動
喫
煙
防
止
政
策
を
推
進

す
る
可
能
性
と
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
二
〇
一

八
年
一
月
、
三
つ
の
自
治
体
の
単
組
ま
た
は
安
全
衛
生
委

員
会
を
通
じ
て
、
市
役
所
及
び
役
場
本
庁
舎
の
全
職
員
を

対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
協
力
を
得
た
自

治
体
は
、Ａ
市
（
人
口
一
七
万
人
）、Ｂ
市
（
人
口
二
万
人
）、

Ｃ
町
（
人
口
五
千
人
）
で
あ
る
。
回
答
総
数
一
四
八
五
、

回
答
率
は
そ
れ
ぞ
れ
、
五
八
％
、
八
五
％
、
八
一
％
と
、

比
較
的
高
い
回
答
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
と
、
自
由

筆
記
欄
に
予
想
以
上
に
多
く
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
点
が

注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
本
稿
執
筆
時
点
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト

表１　飲食店の「店内全面禁煙」又は「厳格な分煙」の効果（兵庫県）
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結
果
を
よ
り
深
く
分
析
す
る
た
め
に
、
Ａ
市
及
び
Ｃ
町
に

対
し
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の
概
要
は
以
下
の
よ
う
に
示
す

こ
と
が
で
き
る
（
後
掲
の
基
本
集
計
を
参
照
）。

　

⑴　

高
い
喫
煙
率
と
七
割
近
く
が
受
動
喫
煙
不
快

　

先
ず
、「
問
３
あ
な
た
は
、
現
在
、
習
慣
的
に
た
ば
こ

を
吸
っ
て
い
ま
す
か
」
と
の
問
い
に
対
し
て
、「
吸
っ
て

い
る
」
が
二
七
・
三
％
、「
吸
っ
て
い
な
い
」
が
七
二
・
七
％

と
、
全
国
平
均
、
全
道
平
均
よ
り
も
高
い
数
値
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
、喫
煙
率
が
高
い
男
性
の
回
答
比
率
が
六
八
・
七
％

と
高
い
こ
と
が
一
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
本
調
査
で
は

男
性
の
喫
煙
率
は
三
五
・
一
％
、
女
性
の
喫
煙
率
は
一
〇
・

三
％
と
、
男
性
の
高
い
喫
煙
率
が
顕
著
で
あ
る
（
表
２
）。

さ
ら
に
他
県
で
の
関
係
者
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
じ
て
、

北
海
道
の
自
治
体
職
員
の
喫
煙
率
が
高
い
こ
と
が
浮
き
彫

り
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
年
齢
別
で
み
る
と
ど
の
年
層
に
お
い
て
も
、
二

割
強
か
ら
三
割
近
く
の
喫
煙
者
が
い
る
。
当
初
、
喫
煙
者

は
少
な
い
と
思
わ
れ
て
い
た
二
〇
代
若
年
層
で
も
喫
煙
す

る
人
が
四
分
の
一
い
た
の
は
意
外
だ
っ
た
（
表
３
）。

　
「
問
５
あ
な
た
は
、
受
動
喫
煙
に
あ
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
」
と
の
問
い
に
対
し
て
、
九
六
・
〇
％
が
「
あ
る
」

と
回
答
、
受
動
喫
煙
に
あ
っ
た
場
所
に
つ
い
て
は
（
問
６

複
数
選
択
）、「
飲
食
店
」
が
最
も
多
く
八
六
・
五
％
、
続

い
て
「
自
宅
や
他
人
の
家
」
五
四
・
四
％
、「
路
上
」
四
一
・

八
％
、「
パ
チ
ン
コ
店
・
マ
ー
ジ
ャ
ン
店
」
二
九
・
七
％
、「
宿

泊
施
設
」
二
六
・
七
％
と
続
き
、「
職
場
」
は
二
三
・
一
％

で
あ
っ
た
。

　
「
問
７
あ
な
た
は
、
受
動
喫
煙
に
あ
っ
た
と
き
、
不
快

に
感
じ
ま
し
た
か
」
に
つ
い
て
は
、「
不
快
に
感
じ
た
」

が
六
七
・
九
％
、「
不
快
に
感
じ
な
か
っ
た
」
が
三
〇
・
〇
％

と
の
結
果
と
な
っ
た
。「
問
８
あ
な
た
は
、
受
動
喫
煙
の

健
康
へ
の
影
響
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
思
い
ま
す
か
」
と

の
問
い
に
対
し
て
は
、「
影
響
が
あ
る
と
思
う
」
が
九
五
・

二
％
、「
影
響
が
な
い
と
思
う
」
が
四
・
二
％
と
の
回
答

を
得
た
。

　

⑵　

職
場
の
防
止
対
策
に
求
め
る
こ
と

　
「
問
９
あ
な
た
の
職
場
の
受
動
喫
煙
防
止
の
対
策
を
ど

う
思
い
ま
す
か
」
に
つ
い
て
は
、「
十
分
で
あ
る
」
が
八

一
・
五
％
、「
不
十
分
で
あ
る
」

が
一
八
・
一
％
と
、「
不
十
分

で
あ
る
」
が
、
予
想
よ
り
も

多
く
の
割
合
と
な
っ
た
点
が

注
目
さ
れ
る
。

　
「
問
10
あ
な
た
の
職
場
の

受
動
喫
煙
防
止
対
策
を
進
め

る
た
め
に
は
何
が
必
要
で
あ

る
と
思
い
ま
す
か
」
に
対
し

て
は
、「
現
状
の
ま
ま
で
よ

い
」
が
三
六
・
五
％
、「
施

設
内
の
完
全
禁
煙
」が
三
一
・

二
％
、「
施
設
内
の
分
煙
」

が
二
六
・
九
％
と
な
っ
た
。

　

職
場
で
求
め
ら
れ
る
対
策

を
喫
煙
者
、
非
喫
煙
者
別
に

み
る
と
、
非
喫
煙
者
は
施
設

内
完
全
禁
煙
が
四
割
近
く
で
最
も
多
く
、
次
い
で
現
状
の

ま
ま
三
割
強
、
施
設
内
分
煙
が
二
割
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
て
喫
煙
者
は
、
分
煙
が
四
割
を
超
え
、
現
状
の

ま
ま
が
四
割
、
完
全
禁
煙
は
一
割
を
や
や
上
回
っ
た
程
度

で
少
な
か
っ
た
。
非
喫
煙
者
は
施
設
内
の
完
全
禁
煙
を
求

め
、
喫
煙
者
は
施
設
内
の
分
煙
を
求
め
る
者
が
多
数
、
と

い
う
違
い
が
分
か
っ
た
（
表
４
）。

　

さ
ら
に
、
職
場
の
受
動
喫
煙
防
止
策
の
「
十
分
」「
不

十
分
」
別
で
の
求
め
る
対
策
を
み
る
と
、
十
分
と
捉
え
て

い
る
人
は
「
現
状
の
ま
ま
」
が
四
割
強
と
最
も
多
く
、
こ

れ
に
対
し
不
十
分
と
捉
え
て
い
る
人
が
求
め
る
対
策
は
、

完
全
禁
煙
が
六
割
近
く
に
達
し
、
両
者
に
は
大
き
な
違
い

表２　性別の喫煙率

表３　年齢別の喫煙率

表４　職場の受動喫煙防止対策（喫煙別、対策十分・不十分別）
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が
で
た
（
表
４
）。

　

⑶　

受
動
喫
煙
防
止
政
策
推
進
へ
の
賛
否

　

続
い
て
、
本
研
究
の
主
題
で
あ
る
自
治
体
に
よ
る
受
動

喫
煙
防
止
政
策
の
取
り
組
み
に
対
す
る
問
い
と
し
て
「
問

11
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
方
策
と
し
て
、
あ
な
た
の
住
ん

で
い
る
自
治
体
が
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
思
い
ま
す
か
」に
対
し
て
、「
賛
成
」が
七
三
・
三
％
、

「
反
対
」
が
二
五
・
三
％
。

　
「
問
12
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
方
策
と
し
て
、
あ
な
た

が
住
ん
で
い
る
自
治
体
が
受
動
喫
煙
防
止
政
策
を
す
す
め

る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
思
い
ま
す
か
」
に
対
し

て
も
、「
賛
成
」
が
八
一
・
五
％
、「
反
対
」
が
一
七
・
四
％
と
、

大
多
数
の
回
答
者
が
、
条
例
制
定
を
含
め
た
自
治
体
に
よ

る
政
策
対
応
に
積
極
的
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
を
、
喫
煙
者
、
非
喫
煙
者
別
で
の
条
例
制
定
を
み

る
と
、非
喫
煙
者
は
賛
成
が
八
割
を
上
回
っ
た
の
に
対
し
、

喫
煙
者
は
賛
成
が
半
数
を
下
回
り
、反
対
が
五
割
を
超
え
、

両
者
の
条
例
制
定
の
賛
否
に
は
大
き
な
差
が
表
れ
た
（
表

５
）。
さ
ら
に
、
両
者
の
受
動
喫
煙
防
止
政
策
推
進
に
対

し
て
は
、「
賛
成
」
は
非
喫
煙
者
九
割
、
喫
煙
者
は
六
割

近
く
に
達
し
た
も
の
の
、
喫
煙
者
の
四
割
は

｢

反
対｣

し

て
い
る
（
表
６
）。
喫
煙
者
は
、
条
例
制
定
と
防
止
政
策

の
推
進
に
慎
重
、
消
極
的
な
よ
う
だ
。

　

次
に
、
前
問
12
で
防
止
政
策
の
推
進
に
賛
成
し
た
人
に

対
す
る
「
問
13
受
動
喫
煙
防
止
の
対
策
を
す
す
め
る
た
め

に
自
治
体
が
行
う
べ
き
対
策
」
に
関
す
る
問
い
（
複
数
選

択
可
）
に
対
し
て
は
「
啓
発
活
動
」
が
最
も
多
く
七
五
・

一
％
、「
喫
煙
者
や
事
業
者
に
よ
る
自
主
的
な
規
制
の
奨

励
」
が
六
九
・
四
％
、「
未
成
年
者
へ
の
教
育
活
動
」
が

六
二
・
九
％
、「
条
例
な
ど
法
令
に
よ
る
規
制
」
が
五
七
・

〇
％
と
続
い
て
い
る
。

　

一
方
、
問
12
で
反
対
と
し
た
人
に
対
す
る
「
問
14
自
治

体
が
受
動
喫
煙
防
止
政
策
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
と
思
わ

れ
る
理
由
」
に
つ
い
て
の
問
い
（
複
数
選
択
可
）
に
対
し

て
は
、「
す
で
に
分
煙
の
ル
ー
ル
は
社
会
的
に
定
着
し
て

い
る
」
が
六
一
・
〇
％
、「
喫
煙
は
マ
ナ
ー
の
問
題
で
あ

り
行
う
べ
き
で
は
な
い
」
が
四
六
・
三
％
、「
私
人
や
民

間
事
業
者
に
対
し
て
自
治
体
が
規
制
す
べ
き
で
な
い
」
が

二
〇
・
一
％
と
続
い
て
い
る
。

　

最
後
に
、「
問
15
飲
食
店
や
ホ
テ
ル
等
を
規
制
の
対
象

と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
」
の
問
い
に
対
し
て
、「
賛
成
」

が
七
五
・
四
％
、「
反
対
」
が
二
三
・
五
％
と
、
大
多
数

の
回
答
者
が
前
向
き
の
理
解
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
を
喫

煙
者
、
非
喫
煙
者
別
に
み
る
と
、「
賛
成
」
は
非
喫
煙
者

八
七
・
七
％
、
喫
煙
者
四
五
・
六
％
（
表
７
）。
喫
煙
者

の
半
数
以
上
は
規
制
に
「
反
対
」
し
て
い
る
も
の
の
、
四

割
以
上
が
規
制
に
肯
定
的
と
い
え
る
。

　

問
15
賛
成
者
の
「
問
16　

必
要
な
対
策
」
に
つ
い
て
は
、

「
施
設
内
の
分
煙
」
が
五
九
・
五
％
、「
施
設
内
の
完
全
禁

煙
」
が
三
八
・
五
％
と
の
回
答
を
得
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

「
問
17
規
制
に
反
対
」
す
る
理
由
に
つ
い
て
は
、「
す
で
に

分
煙
の
ル
ー
ル
は
社
会
的
に
定
着
し
て
い
る
」
が
三
三
・

〇
％
、「
民
間
事
業
者
の
経
営
に
影
響
す
る
か
ら
」が
二
六
・

四
％
、「
喫
煙
は
マ
ナ
ー
の
問
題
で
あ
り
行
う
べ
き
で
は

な
い
」
が
二
一
・
二
％
、「
私
人
や
民
間
事
業
者
に
対
し

て
自
治
体
が
規
制
す
べ
き
で
な
い
」
が
二
一
・
四
％
と
続

い
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
た
自
治
体
職
員
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
は
、以
下
の
点
を
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
る
。

第
一
に
、
自
治
体
が
受
動
喫
煙
防
止
政
策
に
取
り
組
む
こ

と
に
対
し
て
、
大
多
数
の
回
答
者
が
、
積
極
的
な
評
価
を

し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
対
象
と

し
た
三
自
治
体
は
い
ず
れ
も
受
動
喫
煙
防
止
条
例
を
検
討

し
て
い
な
い
が
、
条
例
化
に
つ
い
て
も
賛
成
が
多
数
で

あ
っ
た
。
第
二
に
、
政
策
目
的
を
実
行
す
る
た
め
の
対
策

に
関
す
る
問
い
か
ら
は
、
啓
発
活
動
や
喫
煙
者
・
事
業
者

ら
の
自
主
規
制
の
奨
励
な
ど
、
ソ
フ
ト
な
政
策
志
向
手
段

が
選
好
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

第
三
に
、
職
場
の
受
動
喫
煙
防
止
対
策
に
関
し
て
、
二
割

弱
の
回
答
者
が
「
不
十
分
で
あ
る
」
と
し
て
お
り
、
予
想

よ
り
も
高
い
比
率
の
回
答
と
な
っ
た
。
自
由
回
答
欄
の
意

見
を
参
考
に
す
れ
ば
、
敷
地
内
や
公
用
車
内
の
完
全
禁
煙

を
求
め
る
声
が
目
立
つ
と
と
も
に
、
勤
務
時
間
中
に
喫
煙

者
が
喫
煙
の
た
め
に
中
座
す
る
こ
と
に
対
す
る
批
判
が
目

立
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
要
因
が
背
景
に
あ
る
も
の

表５　受動喫煙防止条例の制定

表６　受動喫煙防止政策の推進

表７　飲食店、ホテル等の規制
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と
考
え
ら
れ
る
。

　
４
　
ま
と
め
―
実
効
あ
る
受
動
喫
煙
防
止
政

　
　
策
に
向
け
て

　

以
上
、
先
進
自
治
体
に
対
す
る
調
査
結
果
か
ら
は
、
自

治
体
が
受
動
喫
煙
防
止
政
策
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、

一
定
の
成
果
が
表
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
神

奈
川
、
兵
庫
両
県
で
も
、
条
例
の
認
知
度
を
高
め
る
余
地

が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
両
県
と
も
県
民

お
よ
び
対
象
施
設
の
理
解
と
協
力
を
得
る
た
め
の
方
策
の

強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
神
奈
川
・
兵
庫
両
県
の
県
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、

そ
し
て
北
海
道
内
の
自
治
体
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

か
ら
は
、
啓
発
活
動
、
未
成
年
者
へ
の
教
育
、
喫
煙
者
・

事
業
者
ら
の
自
主
規
制
の
奨
励
な
ど
、
比
較
的
ソ
フ
ト
な

政
策
手
段
が
選
好
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
こ
の
点
に
関
し
、
自
治
体
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
自
由

回
答
欄
の
意
見
、
そ
し
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
結
果
を
加
え

て
考
察
す
れ
ば
、受
動
喫
煙
問
題
を
、公
共
空
間
で
の
ル
ー

ル
や
制
度
と
し
て
位
置
付
け
て
改
善
を
行
う
と
い
う
よ
り

も
、
多
く
の
人
々
に
と
っ
て
依
然
と
し
て
、
マ
ナ
ー
の
問

題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

　

さ
ら
に
、
北
海
道
内
の
自
治
体
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

は
、
職
場
の
喫
煙
者
に
対
す
る
不
満
を
抱
え
つ
つ
も
、
非

喫
煙
者
は
喫
煙
者
を
直
接
批
判
し
、
対
立
す
る
構
図
を
回

避
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
一

方
、
こ
う
し
た
事
情
を
背
景
と
し
て
潜
在
的
な
不
満
が
、

予
想
を
超
え
た
自
由
意
見
欄
の
記
載
の
多
さ
と
し
て
表
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

今
後
、
自
治
体
が
実
効
性
の
あ
る
受
動
喫
煙
防
止
政
策

を
具
体
化
す
る
に
際
し
て
、
以
下
の
諸
点
が
課
題
に
な
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
、
喫
煙
者
、
非
喫
煙
者
に

か
か
わ
ら
ず
、
受
動
喫
煙
を
マ
ナ
ー
の
問
題
で
は
な
く
、

住
民
そ
し
て
自
治
体
職
員
の
健
康
問
題
と
し
て
位
置
付
け

る
必
要
が
あ
る
。
今
後
、
雇
用
者
が
被
用
者
で
あ
る
職
員

の
健
康
面
で
の
安
全
を
確
保
す
る
義
務
を
履
行
す
る
観
点

と
、
公
衆
衛
生
の
観
点
か
ら
の
政
策
と
し
て
推
進
さ
れ
て

ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
東
京
都
と
千
葉
市
が
制
定
し

た
条
例
の
よ
う
に
、
従
業
員
の
健
康
と
い
う
新
た
な
視
点

で
受
動
喫
煙
問
題
を
捉
え
直
し
、
規
制
を
強
化
す
る
動
向

が
注
目
さ
れ
る
。

　

第
二
に
、
個
々
の
自
治
体
に
由
来
す
る
政
策
課
題
を
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
解
決
す
る
た
め
の
合
理

的
な
手
段
を
、
客
観
的
な
政
策
情
報
に
基
づ
い
て
具
体
化

す
る
必
要
が
あ
る
。
先
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
兵
庫
県
に

よ
る
飲
食
店
に
対
す
る
客
数
、
売
り
上
げ
に
関
す
る
調
査

は
、
受
動
喫
煙
防
止
政
策
を
め
ぐ
る
争
点
に
か
か
わ
る
貴

重
な
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
る
。
今
後
も
、
受
動
喫
煙
防

止
政
策
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
に
は
、
実
態
を
踏
ま
え

た
上
で
の
政
策
議
論
が
い
っ
そ
う
求
め
ら
れ
る
。

　

第
三
に
、
罰
則
等
の
適
用
と
い
う
手
法
に
よ
ら
な
い
形

で
政
策
執
行
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
政
策
形

成
段
階
で
の
関
係
者
間
の
合
意
形
成
、
そ
し
て
、
自
発
性

を
確
保
す
る
た
め
の
奨
励
や
誘
導
な
ど
、
よ
り
具
体
的
な

計
画
を
策
定
、
実
行
す
る
必
要
が
あ
る
。
罰
則
規
定
の
な

い
理
念
型
の
受
動
喫
煙
防
止
条
例
（
政
策
）
は
今
後
も
他

の
自
治
体
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
が
抱
え
る
固
有
の

政
策
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
に
対
処
す
る
姿
勢
を
欠

き
、
他
自
治
体
の
模
倣
に
止
ま
る
な
ら
ば
、
自
治
体
と
し

て
受
動
喫
煙
防
止
政
策
に
取
り
組
む
意
義
は
低
下
す
る
で

あ
ろ
う
。

　

先
進
自
治
体
で
あ
る
神
奈
川
、
兵
庫
両
県
で
は
現
時
点

ま
で
の
と
こ
ろ
、
罰
則
規
定
を
適
用
し
な
い
運
用
を
行
っ

て
い
る
一
方
、
条
例
施
行
直
後
に
担
当
部
局
に
人
員
を
配

置
す
る
な
ど
執
行
体
制
を
整
備
し
、
条
例
趣
旨
の
理
解
を

得
る
た
め
の
説
明
や
指
導
を
、
個
別
の
案
件
に
対
応
す
る

形
で
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
条
例
の
実
効
性
を
確
保
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
関
係
者
、
関
係
団
体
と
の
合
意
形
成
は
条

例
制
定
後
も
重
要
な
課
題
で
あ
り
続
け
、
そ
の
た
め
に
十

分
な
執
行
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
の
必
要
性
に
留
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

＜

参
考
文
献＞

　

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
『
国
民
生
活
基
礎
調
査
に
よ
る
都

道
府
県
別
喫
煙
率
デ
ー
タ
』
二
〇
一
六
年

　

神
奈
川
県
た
ば
こ
対
策
推
進
検
討
会
・「
神
奈
川
県
公
共
的

施
設
に
お
け
る
受
動
喫
煙
防
止
条
例
」
見
直
し
検
討
部
会
『
平

成
二
八
年
度 

「
神
奈
川
県
公
共
的
施
設
に
お
け
る
受
動
喫
煙
防

止
条
例
」
見
直
し
検
討
結
果
（
ま
と
め
）（
案
）』
二
〇
一
六
年

　

東
京
都
受
動
喫
煙
防
止
対
策
検
討
会
『
東
京
都
受
動
喫
煙
防

止
対
策
検
討
会
に
お
け
る
議
論
の
ま
と
め
』
二
〇
一
五
年

　

東
京
都
『
東
京
都
受
動
喫
煙
防
止
条
例
案
に
つ
い
て
』
二
〇

一
八
年

　

兵
庫
県
『
兵
庫
県
に
お
け
る
受
動
喫
煙
防
止
対
策
（
参
議
院
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厚
生
労
働
委
員
会
）』
二
〇
一
八
年
七
月
一
〇
日

　

兵
庫
県
受
動
喫
煙
防
止
対
策
検
討
委
員
会
『
兵
庫
県
に
お
け

る
平
成
三
一
年
度
当
初
予
算
編
成
に
対
す
る
提
言
（
案
）』
二

〇
一
八
年

　

松
井
望
「
課
題
設
定
と
自
治
体
政
策
法
務
―
受
動
喫
煙
防
止

規
制
の
検
討
過
程
を
事
例
に
」
北
村
喜
宣
ほ
か
編
著
『
自
治
体

政
策
法
務
の
理
論
と
課
題
別
実
践
』
第
一
法
規
、
二
〇
一
七
年

　

松
沢
成
文
『
受
動
喫
煙
防
止
条
例
』
東
信
堂
、
二
〇
〇
九
年

　

山
崎
幹
根
「
受
動
喫
煙
防
止
政
策
の
現
状
と
課
題
」『
北
海

道
自
治
研
究
』
五
八
三
号
、
二
〇
一
七
年
八
月

＜

備　

考＞

　

本
研
究
を
行
う
に
際
し
て
、
美
唄
市
、
神
奈
川
県
、
兵
庫
県
、

千
葉
市
、
東
京
都
お
よ
び
東
京
都
議
会
の
関
係
者
に
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
う
と
と
も
に
、
受
動
喫
煙
防
止
条
例
の
制
定
過
程
に
関

す
る
資
料
を
提
供
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
北
海
道
の
Ａ
市
、
Ｂ

市
、
Ｃ
町
に
は
、
全
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
に
協
力
を
い
た

だ
い
た
。
さ
ら
に
二
〇
一
八
年
四
月
と
六
月
に
は
、
Ａ
市
及
び

Ｃ
町
お
い
て
調
査
結
果
に
基
づ
い
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。

こ
こ
に
お
世
話
に
な
っ
た
関
係
者
に
対
し
、
記
し
て
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
の
記
述
内
容
に
関
す

る
責
任
は
す
べ
て
著
者
に
あ
る
。

＜

や
ま
ざ
き　

み
き
ね
・
北
海
道
大
学
法
学
部
教
授
／
つ
じ
み
ち　

ま

さ
の
ぶ
・
北
海
道
地
方
自
治
研
究
所
研
究
員
／
た
か
の　

じ
ょ
う
・

北
海
道
地
方
自
治
研
究
所
研
究
員＞

道内自治体職員の受動喫煙防止政策に関する意識調査（集計表）

問１　あなたの年齢についてお伺いします

件数 比率％

1 ～29歳 330 22.2

2 30歳～ 358 24.1

3 40歳～ 371 25.0

4 50歳～ 259 17.4

5 60歳～ 167 11.2

計 1,485 

問２　あなたの性別についてお伺いします

件数 比率％

1 男　性 1,020 68.7

2 女　性 465 31.3

計 1,485 

問３　あなたは、現在、習慣的にたばこを吸っています
か（この半年間）

件数 比率％

1 吸っている 406 27.3

2 吸っていない 1,079 72.7

計 1,485 

問４　あなたは「受動喫煙」という言葉をご存知ですか

件数 比率％

1 言葉も意味も知っている 1,375 92.6

2 言葉は知っている 91 6.1

3 知らなかった（初めて知った） 19 1.3

計 1,485 

問５　「受動喫煙」とは、室内などで、自分の意志とは
関係なく、他人のたばこの煙を吸わされることを
言います。あなたは、受動喫煙にあったことはあ
りますか

件数 比率％

1 あ　る 1,425 96.0

2 な　い 60 4.0

計 1,485 

問６　受動喫煙にあった場所はどこでしたか(複数選択)

件数 比率％

1 職　場 343 23.1

2 公共施設 241 16.2

3 飲食店 1,284 86.5

4 宿泊施設 396 26.7

5 パチンコ店・マージャン店 441 29.7

6 路　上 620 41.8

7 自宅や他人の家 808 54.4

8 その他 70 4.7

不　明 56 3.8

計 1,485 

問７　あなたは、受動喫煙にあったとき、不快に感じま
したか

件数 比率％

1 不快に感じた 1,008 67.9

2 不快に感じなかった 445 30.0

不　明 32 2.2

計 1,485 

［調査対象］

　　道内Ａ市（人口17万人）、Ｂ市（人口２万人）、Ｃ町（人口５千人）の市役所・役場本庁舎の全職員を調査。

　　　①Ａ市、調査対象 2000名、回答 1164名、回答率58％

　　　②Ｂ市、調査対象  276名、回答  234名、回答率85％　

　　　③Ｃ町、調査対象  108名、回答   87名、回答率81％　

　　　合　計　調査対象 2384名、回答 1485名、回答率62％

［調査期間］　2018年１月～２月
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問８　あなたは、受動喫煙の健康への影響についてどの
ように思いますか

件数 比率％

1 影響があると思う 1,414 95.2

2 影響がないと思う 68 4.6

不　明 3 0.2

計 1,485 

問９　あなたの職場の受動喫煙防止の対策をどう思いま
すか

件数 比率％

1 十分である 1,211 81.5

2 不十分である 269 18.1

不　明 5 0.3

計 1,485 

問10　あなたの職場の受動喫煙防止対策を進めるには何
が必要であると思いますか

件数 比率％

1 施設内の完全禁煙 463 31.2

2 施設内の分煙 399 26.9

3 施設内で一定時間帯を禁煙 17 1.1

4 現状のままでよい 542 36.5

5 その他 48 3.2

不　明 16 1.1

計 1,485 

問11　受動喫煙を防止する方策として、あなたの住んで
いる自治体が条例を制定することについてどのよ
うに思いますか

件数 比率％

1 賛　成 1,089 73.3

2 反　対 375 25.3

不　明 21 1.4

計 1,485 

問12　あなたの住んでいる自治体が受動喫煙防止政策を
すすめることについて、どのように思いますか

件数 比率％

1 賛　成　（問13へ） 1,211 81.5

2 反　対　（問14へ） 259 17.4

不　明 15 1.0

計 1,485 

問13　問12で「１．賛成」と回答された方にお尋ねしま
す。受動喫煙防止の対策をすすめるために自治体
が行うべき対策として何が必要であると思います
か（複数選択）

件数 比率％

1 啓発活動 848 75.1

2 未成年者への教育活動 710 62.9

3
喫煙者や事業者による自主的な規
制奨励

783 69.4

4 条例など法令による規制 643 57.0

5 その他 25 2.2

計 1,211 

問14　問12で「２．反対」と回答された方にお尋ねしま
す。自治体が受動喫煙防止政策を行うべきではな
いと思われる理由についてお聞かせください（複
数選択）

カテゴリ 件数 比率％

1
喫煙はマナーの問題であり行うべ
きではない

120 46.3

2
すでに分煙のルールは社会的に定
着している

158 61.0

3 効果が期待できないから 21 8.1

4
私人や民間事業者に対して自治体
が規制すべきではない

78 30.1

5 その他 11 4.2

計 259 

問15　あなたは受動喫煙を防止するために、飲食店やホ
テル等を規制の対象とすることについて、どのよ
うに思いますか

件数 比率％

1 賛　成　（問16へ） 1,119 75.4

2 反　対　（問17へ） 349 23.5

不　明 17 1.1

計 1,485 100.0

問16　問15で「１．賛成」と回答された方にお尋ねしま
す。飲食店やホテル等の受動喫煙を規制する場合、
何が必要であると思いますか

件数 比率％

1 施設内の完全禁煙 431 38.5

2 施設内の分煙 666 59.5

3 施設内で一定時間帯を禁煙 10 0.9

4 事業者の自主的対応を促す 19 1.7

5 その他 3 0.3

計 1,119 

問17 問15で「２．反対」と回答された方にお尋ねします。
飲食店やホテル等の受動喫煙の規制に反対する理
由をお聞かせください

件数 比率％

1
喫煙はマナーの問題であり行うべ
きではない

74 21.2

2
すでに分煙のルールは社会的に定
着しているから

115 33.0

3 効果が期待できないから 10 2.9

4
私人や民間事業者に対し自治体が
規制すべきではない

48 13.8

5 民間事業者の経営に影響するから 92 26.4

6 その他 7 2.0

不　明 3 0.9

計 349 


